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2023 年 2 ⽉ 13 ⽇版 
 

第９回洪⽔管理国際会議（ICFM9）開催記念 
⽔と災害に関するハイレベルシンポジウム 

“ポストコロナ時代の⽔循環管理”  
概要（案） 

2023 年 2 ⽉ 18 ⽇（⼟） 於：政策研究⼤学院⼤学 
 
 
1. アジェンダ案 
午前の部１（午前 9 時 30 分〜10 時 30 分） 
 

1) 主催者代表挨拶 
 ハン・スンス HELP 議⻑・元韓国国務総理 
 ⼤⽥ 弘⼦ 政策研究⼤学院⼤学学⻑ 
 李军华（Li Junhua）国連事務次⻑（経済社会局⻑） 

 
2) 基調講演 1 
 チャバ・コロシ 国連総会議⻑ 
 ペッテリ・ターラス 世界気象機関（WMO）事務局⻑ 
 パブロ・ベレシアルチュア 世界⽔パートナーシップ(GWP)議⻑ 
 アリ・セティアディ・モエルワント インドネシア公共事業・国⺠住宅省

⼤⾂上席顧問 
 

休憩（午前 10 時 30 分〜午前 10 時 45 分） 
 

 
午前の部２（午前 10 時 45 分〜午前 11 時 30 分） 

 
3) 基調講演 2 
 スロボダン・シモノビッチ カナダ・⻄オンタリオ⼤学教授 
 シャミラ・ナイア・ベドウェル 国連教育科学⽂化機関（UNESCO）⾃然科

学局事務局⻑補 
 ウーチョン・ウム アジア開発銀⾏事務総局⻑ 

 
4) ⽶国陸軍⼯兵隊による HELP 旗艦イニシアティブ「洪⽔リスク管理と環境ジ

ャスティスポリシーブリーフ」の発表式   
ウィル・ローガン ⽶国陸軍⼯兵隊統合⽔資源管理国際センター所⻑ 
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昼⾷休憩（午前 11 時 30 分〜午後 1 時） 
 
 
午後の部（午後 1 時〜２時 30 分） 
 

1) ハイレベルパネル“ポストコロナ時代の統合洪⽔管理”  
パネリスト:  
 ヨハネス・クルマン 第 77 回国連総会議⻑室 SDGs 担当局⻑ 
 ⼩池俊雄 ⽔災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）センタ

ー⻑ 
 パオラ・アルブリート 国連防災機関（UNDRR）所⻑ 
 ステファン・ウーレンブルック 世界気象機関（WMO）⽔⽂・⽔・雪氷圏

局⻑ 
 アニル・ミシュラ 国連教育科学⽂化機関（UNESCO）政府間⽔⽂学計画

（IHP）⽔⽂システム・気候変動と適応セクションチーフ 
 アレシオ・ジャルディーノ アジア開発銀⾏（ADB）シニア⽔専⾨家（気

候変動） 
 ヴァレンティン・アイヒ 世界⽔パートナーシップ（GWP）シニア⽔・気

候専⾨家 
 
モデレーター：廣⽊謙三 HELP コーディネーター・政策研究⼤学院⼤学教授 

 
 

2) 閉会挨拶 
 ハン・スンス HELP 議⻑・元韓国国務総理 

 
 
 

 
 


